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運動イメージと一一一一巨葉
一
昨
年
夏
、
待
望
久
し
い
三
段
跳
の
世
界
記
録
（
肥
、
別
）
が
英
国の］・閃Ｑ三四ａの（百）によって誕生した。私が何よりう
れ
し
か
っ
た
の
は
、
彼
の
跳
躍
が
長
年
求
め
て
き
た
私
の
理
想
的
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
重
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
小
石
が
水
面
を
掠
め
飛
ん
で
行
く
さ
ま
に
た
と
え
「
水
切
り
跳
躍
」
と
名
づ
け
て
い
た
。
Ｊ
Ｅ
と
コ
ー
チ
は
記
録
誕
生
後
こ
の
表
現
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
九
二
）
お
よ
び
世
界
選
手
権
大
会（一九九三）の覇者三・Ｏ・ロ］①］ら多くの世界的ジャン
パ
ー
を
育
て
た
米
国
の
跳
躍
コ
ー
チ
Ｃ
・
閃
○
○
岳
も
、
跳
躍
イ
メ
ージの養成のために実際の『水切り」遊びを選手に課すと
聞く。私が
こ
の
「
水
切
り
跳
躍
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
初
め
て
具
体
的
な
言
葉（日本語）で記したのは、現役時代後半の今から二三年
■
■
■
■
■
■
け
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
、
。
論 説
技
を
拓
く
も前のことである（一九七四）⑪。更にその十年後、この表
現は英国で出版された国際陸運公式技術書晨少昏］①芹①冒
少Ｃ昼。ご葛の「三段跳」の章でも扱った（】九八五）③。Ｊ
Ｅらが「水切り跳躍」の表現を使ったのは偶然の一致であ
ろうか。
一一一一百葉以前にこの革新的跳躍法の開発に取り組み始めたの
は
、
メ
キ
シ
コ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
二
九
六
八
）
の
帰
国
後
で
あ
る。そして翌夏二九六九）には当時の日本・アジア記録
を連発し、それまで世界の一○○傑にも届かなかったのが
一躍、入傑にランクされることになった。
現役から退いた後は見果てぬ夢として、今なお後輩に託
したコーチングの日々の中で実現に向けて創意工夫が続い
て
い
ろ
。
教
え
子
の
一
人
は
十
年
前
に
日
本
人
初
の
十
七
ｍ
ジ
ャ
ン
バ
ー
と
な
り
、
そ
し
て
今
、
更
な
る
後
継
者
が
育
ち
つ
つ
あ
る
が
ま
筑
波
大
学
村
木
征
人
４
一九六○年代末のオールウエザー走路時代の到来と共に踏
切での〃遊びグが無くなり、実践面での跳躍法の革新が先
行し、理論と実際の矛盾を顕にし始めたのである。その象
徴が、史上希に見る世界新記録ラッシュとなったオリンピ
ック・メキシコ大会であったｂ革新的跳躍法の萠芽を目の
当たりにして、これまでの跳躍の技術観もしくは跳躍イメ
ージを完全に否定せざるを得なかったのである。
技術開眼への突然の〃ひらめき〃が生まれたのはメキシ
コ・オリンピックからの帰路である。「違う、何かが」と、
思い悩みながら乗り込んだウエスターン・エアラインの機
立幅跳、立三段跳等には正鵠を得たものである。しかし、
水切り跳躍への技術開眼⑪．②
それまでの指導法の中心は、三段跳の踏切における跳躍
の原動力は「踏切脚へ特に深い膝の曲げ伸ばし」にあると
誰
も
が
信
じ
込
ん
で
い
た
。
こ
の
ル
ー
ツ
は
、
陸
上
の
神
様
と
さ
れ
た織田幹雄氏による世界各地での実際の指導と日英両語で
の技術解説の影響が大であった。
この理論は走路が多遊び〃の大きい「士」の時代にあっ
て
は
、
良
い
跳
躍
の
実
際
と
の
間
に
矛
盾
が
あ
っ
て
も
大
き
な
害
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
脚
の
曲
げ
伸
ば
し
を
中
心とする跳躍原理は、その場からの跳躍ｌ例えば、垂直跳、
だ実現には程遠い，
水切り跳躍の理論的基礎と一一一冒語表記
助走を利用した跳躍の踏切での主要なクバネク、即ち上
昇力を生み出す原動力は、その場跳躍では重要な脚の伸展
運動ではなく、助走スピードを利用した一身体の「起こし回
転運動」にあるためで一ある。身体の起こし回転は、助走か
らの水平速度を原動力として、並進運□動中の身体の踏切時
での］端の急激な停止（Ｆ一種の蝶番運動）から生まれろ。
そこでの踏切脚の作用はむしろ脚の突っ張り支持が重要に
なる。これは、体操競技における跳馬の着手の原理と同じ
である。
上
で
、
ト
レ
イ
を
掲
げ
た
金
髪
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の
後
ろ
姿
を
何
気
な
く
眺
め
て
い
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
背
筋
が
頭
頂
ま
で
す
ら
り
と
伸
ば
さ
れ
、
腰
を
中
心
に
踵
が
伸
び
や
か
に
前
方
に
運
び
出
さ
れ
、
ま
る
で
脚
が
頭
か
ら
生
え
た
様
な
し
な
や
か
な
〃
腰
歩
き
〃
に
触
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
初
の
全
天
候
走
路
で
ス
プ
リ
ン
ト
・
ジ
ャ
ン
プ
種
目
で
世
界
新
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
い
た
メ
キ
シ
コ
大
会
で
の
歯
切
れ
の
良
い
、
し
な
や
か
で
膝
が
良
く
伸
び
た
前
輪
駆
動
型
の
動
き
に
共
通
な
原点が、その「腰歩き」にありと直感したのである。
跳
躍
技
術
を
変
え
る
に
は
、
日
本
人
特
有
の
草
履
ば
き
で
、
膝
が
伸
び
な
い
膝
下
だ
け
の
ひ
た
ひ
た
歩
き
か
ら
、
腰
の
回
転
を
伴
っ
た
ノ
ジ
ョ
ニ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
ク
の
ラ
ベ
ル
に
あ
る
前
方
へ
の
伸
び
だ
し
歩
き
へ
の
転
換
こ
そ
が
第
一
歩
、
と
の
直
感
で
あ
っ
た
。
５
踏
切
脚
の
作
用
に
着
目
す
れ
ば
、
旧
来
の
跳
躍
法
は
脚
の
屈
伸
系
（
も
し
く
は
プ
ッ
シ
ュ
型
）
の
作
用
が
優
勢
な
ピ
ス
ト
ン
・
タ
イ
プ
と
言
え
ろ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
を
活
か
し
た
起
こ
し
回
転
を
中
心
と
す
る
水
切
り
跳
躍
は
脚
の
引
っ
掻
き
型
が
優
勢
で
、
ス
イ
ング・タイプと命名した。この中核となる運動技術要素に
対しても私は幾つか独自の命名を行っていろ。これらの代
表例は「積極着地技術（ロｏ画く①‐］ロ呂旨胴）」であり、その
際の踏切脚の掻き動作を表現した自己三（‐冒胴）息であ
り、今では国際的にも共通用語となっていろ。
脚
の
已
三
后
動
作
は
、
競
走
馬
の
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
（
駆
歩
）
の
「
差
し
足
」
に
愉
え
て
説
明
す
る
こ
と
も
多
く
、
当
時
は
頻
繁
に
競
馬
場
に
通
っ
て
観
察
も
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
動
作
を
表
現
す
る
適
当な日本語が見つからず、英米の友人たちに相談すること
にした。その結果、当初は日本でも水泳、テニス、ポート
などで馴染みの深い震の宮・戸の豊ではどうかとの意見もあっ
たが、最終的にはチーターやライオンなどが跳びかかる積
極
的
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
宮
君
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
因
み
に
、
中
国
語
で
は
「
足
」
偏
に
「
包
」
と
書
き
、
英
語
の
已
三
と
同
じ
動
作を表す漢字があり発音も似ているが、日本では使われて
いない。
偶
然
な
が
ら
、
ア
シ
ッ
ク
ス
社
が
陸
上
競
技
用
ス
パ
イ
ク
シ
ュ
ー
ズにタイガー・パウＳ囚二）なる商品を冠している○尋ね
てみろと、やはりオールウエザー時代の到来にあわせて全
水
切
り
跳
躍
と
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
これらの技術改革に伴う種々の運動手段（ドリル）や練
習法の開発過程で必要性を感じて、週一回ではあるがモダ
ンダンスの基礎レッスンにも一年ほど通うことにした。そ
の先は、当時、伝通院で教室を開いておられた舞踊家の河
野洵さんのところである。この理由は、最初の直感、新し
いスイングタイプの技術改革は最も基礎となる「腰歩き」
か
ら
、
更
に
は
重
力
に
逆
ら
わ
ず
素
直
に
「
立
つ
」
こ
と
に
あ
る
と
思ったためである。
当初はダンス・クラシックの基礎レッスンにその原点を
感じていたが、入り込むには余りにも敷居が高かった。一
方
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
は
同
様
な
基
礎
レ
ッ
ス
ン
を
活
用
し
な
が
ら
も、動きの多様性と自由度が高く、ヨガ的な要素までも積
極的に取り込む革新性が魅力で、何となく親しみを感じた
ためである。そこで得た共通感覚と収穫は期待以上に大
く、レッスン法に関連した運動（感覚）の言語表現等、現
在も指導法に役立っていろ。
それらは先ず、運動に際しては「照れない、恥ずかしが
ら
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
「
内
部
知
覚
の
鋭
敏
化
と
セ
ン
タ
ー
意
識」、「腹の締め」や身体の「軸作り」等々である。ま
社をあげて開発した専用スパイクに、攻撃的で精桿なトラ
の前足（爪）をイメージして命名したとの由であった。
６
技を拓くことは、芸術や工芸制作と同様な「創発的生産
過程」であり、一定のフォーマットに当てはめる計画的な
生産過程とは本質的に異なるはずである。そこでは、主観
における心理作用を常に考慮しながら、技への深い傾注と
実践的理解を通じて身体の主体化を目指す取り組みが大切
であろう。とはいえ、良い研究者とは、前例のないことを
ｂ確かなものへと洗練し、そこからより普遍的な原理、
則性を導き出すことに科学が貢献できたと思っていろ。
スポーツ科学の本質は客観的な要素還元主義に基づいた
分析科学で、動運技術の客観的で定量的な分析にはバイオ
メカニクス的手法が用いられ、これまで様々な知見や情報
が得られてきた。確かにこれらは、運動の客観的で詳細な
説明には不可欠ではあるが、果たして、どこまで実際の運
動技術の発明・発見、即ち「技を拓く」偉業にどれほど貢
献
し
得
た
か
は
は
な
は
だ
疑
問
で
も
あ
る
。
そ
れ
自
体
、
厳
密
に
は
スポーツ科学で証明し得てもいない。
私はスポーツ科学から得られた知見の恩恵を大いに授か
った一人でもある。しかし、それはむしろ拓かれた技をよ
り確かなものへと洗練し、そこからより普遍的な原理、法
た
、
「
足
は
頭
か
ら
生
や
せ
」
と
の
表
現
は
、
正
に
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。
ス
イ
ン
グ
技
法
の
修
得
に
は
、
こ
れ
ら
の
運
動
感
覚
の
養
成
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
ろ
。
随
よ
り
始
め
よ
、
急
が
ぱ
回
れ
で
あ
る
。
技
を
拓
く
０
扱
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
誰
も
が
信
じ
て
疑
わ
な
い
過
去
の
規
範
・
法
則
を
打
ち
破
り
、
新
た
な
も
の
を
発
明
発
見
す
る
こ
と
は
研
究
者
の
醍
醐
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
は
、
技
を
拓
く
こ
と
の
醍
醐
味
と
同
じ
と
言
え
ろ
。
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